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１０月の主な行事 
 
  ２日（木）～３日（金）給食後 13:15 下校 

  ４日（土） 川まつり 鼓笛隊演奏（６年） 

６日（月） 財政教育プログラム（６年） 

９日（木） 地域校交流学習（まきやまっこ１組） 

１０日（金） 引き渡し訓練 

       前期終業式 給食後 13:15 下校 

１３日（月） スポーツの日 

１４日（火）～１５日（水）秋季休業日 

１６日（水） 後期始業式 給食後 13:15 下校 

２０日（月） 運動会練習開始 

２１日（火） 小中高あいさつ運動 

３１日（金） 運動会予行練習・会場準備 

 

※11/1（土） 第１０８回 運動会 
 

※毎週火曜日 ひまわり教室（３年） 

※毎週水曜日 フッ化物洗口 

※毎週木曜日 がらがらどん 読み聞かせ 

９/１９（金） 社会見学 ３年生 

９/２２（木） 社会科見学 ４年生 

９/１９（金） 高生中学校区ミーティング 

特別支援教育 啓発授業 １年生 

特別支援教育（人権教育）職員研修 
子
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Ｒ７ 牧 山 小 だ よ り 
思いやりの心をもち、自ら学び自ら考え、心身ともに 

元気に仲良く活動できる牧山っ子を目指して！！ 

 

９/２８（日） 人権学習参観 

 日曜日の学習参観は「人権学習に関する授業」で
した。多くの保護者の方に参観いただきました。 

本当にありがとうございました。 
 
まきやまっこ１組：あったかことば と ちくちくことば 

まきやまっこ２組；自分の苦手なこととの付き合い方 

１年：ひとりひとりの いいところ         

２年：たからものの ものがたり 

３年：思いこみや きめつけについて考えよう 

４年：わたしにとって 大切なもの 

５年：本当の友だちとは 

６年：ロレンゾの友達 

３年生は、今年度から始まった「たいけん・まな
び充実大作戦（アラカルト方式による校外の体験活
動）」事業の取組として、「発見・体験北九州市のよ
さ」を目的とした社会見学に行きました。 
はじめに、北九州市庁舎の最上階から小倉の街並

みを見て、どの方角にどのような施設があるかを確
認しました。次に、いのちのたび博物館に移動して、
常設展を見学しました。歴史ゾーンでは北九州市の
歴史を学びました。最後に白島展示館を訪れ、子ど
も達は北九州市に国の石油備蓄基地（洋上）がある
ことに驚いていました。北九州市の良さをたくさん
発見できた見学でした。 

 ９月１２日（金）に１年１組で、１７日 
（水）に１年２組で「特別支援教育啓発授業」 
を実施しました。まきやまっこ学級の教室の 
様子を見たり、自立活動を体験したりするこ 
とを通して、子ども達に特別支援学級について知っ
てもらうことを目的としています。 
まず、まきやまっこ学級の教室の写真や時間割な

どを見て、自分の学級との違いを探しました。そし
て、教室は違っても、みんなと同じように一生懸命
学習していることや、１年生の大切な仲間であるこ
とを学びました。 
次に、「まぁいっか～じゃんけん」を行いました。

負けても感情的にならずに気持ちにゆとりをもつ
自立活動の体験です。子ども達は楽しそうにじゃん
けんをし、「まぁいっか～」と上手に対応していま 

した。 
また、１７日（水）の放課後に、 
特別支援教育の職員研修を実施 
しました。障害者差別解消法の 
再確認と、学校における「合理 

的配慮」について特別支援コーディネーターの教員
から説明を受けました。 

小中連携の取組である高生中学校区（牧山小・戸
畑中央小・高生中）ミーティングを、オンラインで
行いました。テーマは「ネットで自分自身が傷つか
ない・人を傷つけないために大切なことは？」です。
事前に各学校でネットトラブル防止に関するルール
を話し合い、それを基に各学校の代表者がオンライ
ン会議で意見交換をしました。 
会議で交流した内容は、高生中 

生徒会執行部の皆さんがまとめ、 
ポスターを作成して小学校に後日 
配布する予定です。 

社会科単元「ごみはどこへ」「水はどこから」の
学習として、４年生が日明環境センター日明工場・
日明かんびん資源化センター・日明浄化センターの
３つの施設に見学に行きました。実際にごみ処理場
や下水処理施設を訪れることにより、処理の仕方や
工夫、仕事に携わっている人の苦労などを知ること
ができました。環境アクティブ・ラーニングで学ん
だことも思い出しながら、子ども達は資源を無駄に
せず生かしていこうという強い思いをもちました。 


